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Ⅰ．広島県畜産協会の概要 

１．設立年月日 

   平成１３年 ４月 １日 社団法人広島県肉用子牛価格安定基金協会を存続団体とし、 

社団法人広島県畜産会と合併し、『社団法人広島県畜産協会』

を設立 

      ※沿革 昭和３１年２月 ６日 社団法人広島県畜産会設立  

          昭和４３年３月２７日 社団法人広島県肉用子牛価格安定基金協会設立 

   平成２５年 ３月１９日 県知事から「一般社団法人」への移行認可 

   平成２５年 ４月 １日 『一般社団法人広島県畜産協会』へ移行 

   令和 ２年１１月 ９日 県知事から公益目的支出計画の変更認可 

令和 ３年 ４月 １日 一般社団法人広島県家畜畜産物衛生指導協会と合併 

令和 ３年１１月 １日 主たる事務所を中区大手町から安佐南区大町東へ移転 
 

２．目 的 

    広島県内において畜産業を営む者及びその組織する団体に対し経営支援・指導、家畜及

び畜産物の価格・経営安定対策、家畜及び畜産物の衛生対策、家畜の改良及び技術の普及

啓発等の事業を推進することにより、畜産の安定的な発展と振興に寄与し、もって国民へ

の安全で安心な畜産物を安定的に供給することを目的とする。 
 

３．主な事業 

（１）畜産経営及び技術の指導と関係団体等の支援及び情報提供に関する事業 

（２）畜産物の生産から販売に係る調査研究と情報提供に関する事業 

（３）消費者等への畜産及び畜産物に対する知識の普及と啓発に関する事業 

（４）畜産経営の安定のための各種補給金の交付や価格差補てんに関する事業 

（５）畜産指導者の養成と畜産に係わる研修会等の開催に関する事業 

（６）家畜の改良及び登録に関する事業 

（７）家畜の伝染性疾病の予防措置に関する指導、予防接種事業 

（８）家畜の健康保持に関する指導及び情報連絡に関する事業 

（９）家畜衛生に関する研修会、講習会の開催に関する事業 

（10）畜産物に関する生産衛生の指導及び検査に関する事業 

（11）その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 
 

４．会員数 

  令和５年４月１日現在 ４４会員（正会員４２、賛助会員２） 

              （県域団体１７、市町１４、ＪＡ４、法人７、賛助２） 
 

５．役 員 

  理事１７名、監事３名、計２０名 
 

６．組織体制 

  総会 ― 理事会 ― 会長理事 ― 事務局長 ― 経営指導部 

        監事会                 基金事業部 

                            衛生指導部 ― 三次分室 
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Ⅱ．主 要 事 業 

 

１．経 営 指 導 部 

    畜産経営体の経営基盤の安定化と担い手確保・指導者の育成を図るため、各種補助事業、

受託事業を積極的に活用して支援・指導を実施する。 

 

（１) 補助事業 
 

① 地域畜産支援指導等体制強化事業              （地方競馬全国協会） 

    広島県及び畜産関係機関団体と連携を図りながら、畜産振興支援業務を実施し、地域畜

産の振興を図る体制を構築する。 

② 畜産特別資金等推進指導事業                   （中央畜産会） 

畜産特別資金借受者に対する見直し計画の審査、経営内容の調査並びに経営の改善上必

要な事項について支援・指導等を行う。 

 

 

（２）受託事業 
 

   ① 畜産振興総合対策事業                        （広島県） 

     県産和牛生産振興に向け、和牛繁殖経営の規模拡大や繁殖肥育一貫経営を志向する経営

体を対象として、経営調査、発展型経営モデルの作成等を行う。 

② 畜産関係団体調整機能強化事業                  （中央畜産会） 

    地域畜産関係団体との連携強化、生産者の組織化、生産者育成のための会議や研修会の

開催等、県内の生産者や関係団体との連携を図るための活動に対する支援を行う。 

③ 畜産近代化リース貸付指導事業             （畜産近代化リース協会） 

    畜産近代化リース協会の借受者を対象に、貸付機械の適正な管理と効率的な活用を図る

ため、貸付機械の管理状況の確認や調査を行い、適正な利用について指導を実施する。 

④ 日本政策金融公庫資金活用推進事業             （日本政策金融公庫） 

    スーパーＬ資金等の日本政策金融公庫資金借入農家のフォローアップ並びに借入希望

農家に対して経営計画等の作成支援等を行う。 

 ⑤ 畜産クラスター全国推進事業                   （中央畜産会） 

  ア 実態調査事業 

    畜産クラスターを継続するために、核となる中心的な経営体等を対象として、経営内

容に係る先進事例調査を実施する。 

  イ 改善効果事業 

    畜産クラスター事業を活用している中心的な経営体の経営改善に向けた取組み状況

と経営内容を調査し、事業の効果を検証する。 

 ⑥ 畜産クラスター機械導入事業                   （中央畜産会） 

   畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業のうち機械導入事業について、その円滑な実

施を図るため、畜産クラスター協議会の取組みに対し、事業実施主体の中央畜産会が行う

業務の一部を県受託団体として、事業の推進業務、事業参加申請書等の取りまとめ業務な

どの推進事業を実施する。 
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 ⑦ 生産技術情報提供事業                      （中央畜産会） 

   家畜の遺伝的能力を最大限に発揮させるための家畜生産性に係るデータの収集と、生産

性向上のためのデータ分析、技術指導等の取組みを実施する。 

 ⑧ 畜産経営体生産性向上対策事業(ＩＣＴ化等機械装置導入事業)     （中央畜産会） 

   酪農家や肉用牛農家の労働負担軽減・省力化を図る先端技術を導入する事業について、

その円滑な推進に必要な普及推進活動、事業推進指導・内容確認業務等を行う。 

 ⑨ 酪農緊急パワーアップ事業(楽酪ＧＯ事業)             （中央畜産会） 

   省力化機械装置と一体的な施設や集合搾乳施設等の整備を行う事業について、その円滑

な推進に必要な普及推進活動、事業推進指導・内容確認業務等を行う。 

 

 

（３）自主事業 

 
① 畜産経営クリニック診断事業 

  本県畜産の活性化及び地域畜産の振興を図るため、総括畜産コンサルタント、畜産環境

アドバイザー、獣医師、公認会計士等による総合的な経営コンサルテーション、堆肥セン

ターの運営管理、畜産簿記講座の開催、粗飼料・堆肥・土壌等の成分分析、ホームページ

等による畜産情報の紹介、本協会会員の畜産担当者を対象とした新任初任者研修、畜産経

営に関する調査・分析等の支援を実施する。 

② 畜産振興推進事業                    

    各地域、各機関からの要請に応じて畜産振興等の諸会議への参画、経営診断分析、研修

会等への職員の派遣や専門家の講師を紹介する。 

  ③ 種豚の登録・確保推進事業 

    種豚の安定的な確保のための家畜疾病の防疫対策、衛生対策などの向上を図ることを目

的に、家畜及び農場での清浄度維持に要する経費等への支援を実施する。 

④ 畜産関係図書等の斡旋 

    畜産振興に係る情報、資料を関係機関に配布するとともに、中央畜産会発行の月刊誌「畜

産コンサルタント」誌等の斡旋を行う。 

⑤ 畜政活動 

    畜産振興施策について、中央畜産会、中国ブロック畜産協会等と連携して畜政活動を実

施する。 

⑥ 畜産関係組織事務局の受諾 

    次の組織の事務局を受諾し、畜産振興等を図る。 

    ・広島県馬事畜産振興協議会 

  ・広島県養豚協会 

  ・広島県堆肥センター協議会 
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２．基 金 事 業 部 

 

（１）基金事業 
 

  ① 肉用子牛生産者補給金制度                 （農畜産業振興機構） 

    子牛販売価格が保証基準価格等を下回った場合、補給金を交付する。 

ア．保証基準価格・合理化目標価格             (単位：円／頭) 

品 種 区 分 保証基準価格 合理化目標価格 

黒 毛 和 種 556,000 439,000 

乳 用 種 164,000 110,000 

交 雑 種 274,000 216,000 

イ．契約子牛1頭当たりの生産者積立金           (単位：円／頭) 

品 種 区 分 
生産者 

負担金 

生産者積立助成金 生産者 

積立金 機構 県 

黒 毛 和 種       400  800 400 1,600 

乳 用 種 1,700 3,400 1,700 6,800 

交 雑 種  800 1,600 800 3,200 

  ② 肉用牛肥育経営安定交付金制度               （農畜産業振興機構） 

   肥育牛１頭当たりの標準的販売価格が標準的生産費を下回った場合に、毎月ごとに交

付金を交付する。 

   ア．１頭当たり生産者負担金   （単位：円／頭） 

品 種 区 分 生産者負担金(前年度) 

肉 専 用 種 19,000 (17,000) 

乳 用 種 14,000 (19,000) 

交 雑 種 17,000 (19,000) 

 

 

（２）補助事業 
 

① 肉用子牛生産者補給金制度運営適正化事業          （農畜産業振興機構） 

    補給金制度を実施するため、加入の促進、積立金の徴収、補給金の交付等の業務（事務

委託先を含む）を適正かつ効率的に行い、また、委託事務の執行及び契約生産者と締結し

た契約内容、手続き等についての点検、調査、指導を行う。 

② 指定協会運営体制支援事業                 （農畜産業振興機構） 

  補給金制度の適正かつ円滑な事業を行うための体制支援で、委託先からの各種書類の受

理と機構への申請及び生産者への交付手続きを行う。 

③ 肉用牛経営安定対策補完事業                （農畜産業振興機構） 

優良繁殖雌牛の増頭による中核的な繁殖経営の育成や繁殖雌牛の増頭に資する簡易牛

舎等整備の支援など地域の特色ある肉用牛振興対策を実施することにより、肉用牛経営の

安定的発展の支援を行う。 
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 ④ 和子牛生産者臨時経営支援事業               （農畜産業振興機構） 

    肉用子牛生産者補給金制度の加入者で和子牛の平均価格が発動基準価格を下回った場

合に、事業に参加している和子牛生産者に対し、販売頭数に応じて支援交付金（平均価格

と発動基準価格との差額の４分の３）を交付する。(令和５年１～１２月) 

 

 

（３）受託事業 

 
① 肉用牛肥育経営安定交付金制度業務委託事業         （農畜産業振興機構） 

   契約生産者への事務指導、積立金の管理、生産者別交付額の算出、加入促進、加入者管

理システムへの入力作業等の業務（事務委託先を含む）を円滑に実施する。 

 ② 生産基盤拡大加速化事業               （全国肉用牛振興基金協会） 

   肉用牛の生産基盤の強化を図るため、畜産クラスター計画に基づき、生産者が取り組む

優良な和牛繁殖雌牛の増頭を推進する。 

 

 

（４）自主事業 

 
① 広島牛生産振興特別対策事業 

広島牛ブランドの生産振興を行うために本事業を実施してきたが、財源となっていた特

別の積立金の残高がなくなっていることから、事業を休止する。 

② 肉用子牛生産者補給金基金管理推進事業 

  肉用子牛の生産を維持拡大するため、生産者への補給金制度の啓発や繁殖経営技術の個

別指導を行うとともに補給金制度の円滑な運営と効率的な事務処理を行う。 

なお、本事業は本協会の特定資産である「畜産協会運営準備資産」を取崩して実施する。 

③ マルキン負担金事業 

   契約生産者より事務手数料を徴収し、事業の適正・効率的な運営管理を行う。 

  ④ 肉用子牛負担金事業 

   契約生産者より事務手数料を徴収し、事業の適正・効率的な運営管理を行う。 
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３．衛 生 指 導 部 

 

（１）補助事業 

 

① 死亡牛検査処理円滑化推進事業                  （農林水産省） 

    死亡牛の円滑かつ適正な処理を推進するため、関係者による協議会の開催、死亡牛処理

整理票の作成配布、輸送費・処理費の助成を行う。 

② 馬飼養衛生管理特別対策事業                   （中央畜産会） 

  馬の飼養衛生について、馬飼養者を対象に馬獣医療実態調査を行うと共に、馬飼養者、

関係団体等を対象に、馬飼養衛生管理体制整備委員会を開催する。 

③ 家畜生産農場衛生対策事業                    （農林水産省） 

牛伝染性リンパ腫、ヨーネ病及び牛ウイルス性下痢の清浄化対策、吸血昆虫が媒介する

流行性疾病（アカバネ病）の発生防止対策への助成を行い、家畜伝染性疾病の清浄化・発

生予防に向けた取組みを推進する。 

④ 地域自衛防疫強化特別対策事業                  （中央畜産会） 

防疫演習等の計画検討、地域自衛防疫体制の強化・維持、推進を図るため、県や関係団

体等からなる地域自衛防疫取組促進対策会議等を開催するとともに、口蹄疫、高病原性鳥

インフルエンザ等の発生時に、迅速かつ的確な防疫措置ができるよう、県との連携による

防疫演習の開催等により、地域における自衛防疫体制の再構築を推進する。 

また、牛伝染性リンパ腫の清浄化に向け、防疫支援対策の検討及び清浄化のための取組

効果等について、実証調査等を行う。 

  ⑤ 農場生産衛生管理技術指導向上対策事業            （一部中央畜産会） 

  生産段階において、ＨＡＣＣＰの考え方を導入した農場の衛生管理体制を確立するため、

普及・指導等を実施するとともに、本協会認定の「安全・安心生産農場」に対して引き続

き指導を徹底する。 

また、中央畜産会が行うＨＡＣＣＰ認証取得に向けて、啓発指導を実施する。 

  ⑥ 獣医療提供体制整備推進総合対策事業               （農林水産省） 

本県の獣医療に必要な獣医師の確保を図るため、獣医学を専攻する学生に対し、県内へ 

の産業動物獣医師としての就業を勧誘し、卒業後に本県において産業動物の獣医療に従

事する獣医師を目指す獣医学生に対し、産業動物養成確保修学資金を給付する。 

 
 
（２）受託事業 
 

① 家畜防疫互助基金支援事業                    （中央畜産会） 

   口蹄疫、豚熱等の伝播力が極めて強く、畜産経営に重大な影響を及ぼす疾病が万一発生

した場合、家畜の殺処分等を行った生産者への影響を緩和するため、損失を生産者等が互

助補償し、経営再開を支援する仕組みについて、事業内容等の周知、加入促進を図るため

の推進会議の開催、指導及び連絡調整等を行う。 

なお、交付対象疾病の発生時において、互助金の交付単価を認定する互助金交付認定委

員会の開催及びこれに必要な現地調査等を実施のうえ、経営を再開した者に対し、互助金
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を交付する。 

また、事業参加者と互助金の交付契約を締結し、納入された生産者積立金を基金の管理

運営団体（公益社団法人中央畜産会）へ納付する。 

② 自衛防疫組織強化事業                    （一部中央畜産会） 

   家畜衛生に係る畜産経営相談窓口を設置し、生産者等の相談に応じるとともに、関係団

体等との連携を密にし、協会の各種事業を円滑に推進するため、中国ブロック会議に参加

する。 

③ 野生イノシシ経口ワクチン散布対策事業   （広島県豚熱感染拡大防止対策協議会） 

豚熱の野生イノシシにおける感染拡大防止及び環境中のウイルス濃度の低減を図り、養

豚場への野生イノシシを介した豚熱感染を防止するため、豚熱経口ワクチンの散布を実施

している「広島県豚熱感染拡大防止対策協議会」の事務局の会計事務を受諾するとともに、

事業の推進を支援する。 

 

 

（４）自主事業 

 
① 自衛防疫推進事業（特定疾病損耗防止事業） 

家畜の生産性を阻害する家畜伝染性疾病の発生を予防するため、関係機関、団体の協力

を得て牛、豚、鶏を対象にワクチン接種を指定獣医師により実施する。 

② 予防注射事故対策事業 

  当協会が実施の予防注射において、家畜に不慮の事故が生じた場合、予防注射事故対策

要領に基づく手当金の交付等により、適切に対応する。 

③ 家畜衛生指導対策事業 

   県との連携のもと、地域内の家畜飼養者に対し、家畜伝染病予防法に規定された飼養衛

生管理基準の周知徹底や感染症の情報提供、ワクチン接種指導・衛生管理指導及び動物用

医薬品の適正使用等の啓発等により、家畜衛生技術の向上及びアニマルウェルフェアの

考え方に対応した飼養管理の普及を図る。 

  ④ 酪農振興事業 

   年間計画に基づき、広島県内の酪農家から依頼のあった生乳について黄色ブドウ球菌検

査を行うとともに、必要に応じ生産農家に対する衛生指導を実施する。 

⑤ 畜産関係組織事務局の受諾 

    次の組織の事務局を受諾し、畜産振興等を図る。 

    ・広島県畜産関係団体連絡協議会 

    ・広島県畜産技術協会 

   ・広島県豚熱感染拡大防止対策協議会（事務局は広島県で、会計事務を受諾） 
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Ⅲ．参 考 

 

一般社団法人広島県畜産協会　会員名簿

　令和５年４月１日現在　

１．県域会員　１７ ３．市町会員　１４

　広島県 　広　島　市

　全国農業協同組合連合会広島県本部 　竹　原　市

　広島県農業協同組合中央会 　三　原　市

　広島県信用農業協同組合連合会 　福　山　市

　全国共済農業協同組合連合会広島県本部 　府　中　市

　広島県酪農業協同組合 　三　次　市

　広島県農業共済組合 　庄　原　市

　広島県農業信用基金協会 　東　広　島　市

　（一財）広島県森林整備・農業振興財団 　廿　日　市　市

　（一社）広島県農業会議 　安　芸　高　田　市

　（公社）広島県獣医師会 　江　田　島　市

　（一社）広島県配合飼料価格安定基金協会 　北　広　島　町

　（一社）広島県養鶏協会 　世　羅　町

　砂谷（株） 　神　石　高　原　町

　広島県養豚協会

　広島県種雄牛育成組合 ４．畜産法人会員　７

　（一社）広島県乳業協会

　（有）安瀬平牧場

２．ＪＡ会員　４ 　（株）なかやま牧場

　（有）ルミノ

　広島市農業協同組合 　（農）下金田酪農組合

　尾道市農業協同組合 　（同）久井高原牧場

　福山市農業協同組合 　（同）井田川ファーム橋本

　ひろしま農業協同組合 　（有）山尾牧場

５．賛助会員　２

　ＪＡ西日本くみあい飼料（株）

　広島県動物薬品協会

合計　　４４会員

会　　員　　名 会　　員　　名

会　員　名

会　　員　　名

会　　員　　名
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令和５年４月１日現在

（円）

子牛運営特別基金 寄 託 金

預り(補助)金

広島県 57,500,000 5,000,000 62,500,000

全国農業協同組合連合会広島県本部 16,950,000 5,500,000 22,450,000

広島県信用農業協同組合連合会 1,500,000 1,500,000

広島県酪農業協同組合 11,700,000 5,500,000 17,200,000

広島県農業共済組合 5,500,000 5,500,000

広島県養豚協会 300,000 300,000

(一社)広島県養鶏協会 100,000 100,000

(一社)広島県配合飼料価格安定基金協会 850,000 850,000

小　計 87,000,000 23,400,000 110,400,000

広島市農業協同組合 1,600,000 1,600,000

広島中央農業協同組合 950,000 950,000

尾道市農業協同組合 2,300,000 2,300,000

三原農業協同組合 650,000 650,000

福山市農業協同組合 3,850,000 3,850,000

広島北部農業協同組合 2,800,000 2,800,000

三次農業協同組合 5,300,000 5,300,000

庄原農業協同組合 11,200,000 11,200,000

小　計 28,650,000 0 28,650,000

(一社)全国肉用牛振興基金協会 5,000,000 5,000,000

小　計 5,000,000 0 5,000,000

合　計 120,650,000 23,400,000 144,050,000

そ
の
他

基金・寄託金の受入明細

合　　計

県
域
団
体
会
員

Ｊ
Ａ
会
員


